
18-20世 紀,ウ イ グ ル 族 の度 量 衡 に つ い て

堀 直

は じ め に

A

現在 の中国 新彊 ウ イグル 自治区 の南部 は,1760年,清 の支配下 に編入 され,以 降 「回彊」

と呼 ばれ るよ うにな った。18世 紀 以降 の この 回彊の歴 史 につ いて は,以 前 の 「西域 史」 と

は異 って社会 ・経済 史的 な視点 か らのアプ ローチが試 み られて お り,多 くの蓄積 が得 られ

て い る。

しか し,そ の地域 住民Tiirki,纒 回,と 呼 ばれて いた現 在 のUighur族 一 の社会

生活 の実体 にまで至 る と,不 明な まま に残 されて い る点 が多 い。本 稿 で取 扱 う度量衡 単位

の問題 も,そ れ らの うちの一 つで あ る。 前近 代 の極 あて地 域格 差の大 きい度量 衡単位 で は

あ るが,と にか く何 らか の見 とお し,一 どの よ うな特 色 を持 つ,ど の よ うな単位 が,当

時の ウ イグル社 会で使 われて いたか をつ け るこ とが,本 稿 の 目的 で あ る。

ただ し,筆 者の無 能 と資 料 の不 足の為 に,各 単 位呼称 の絶 対値 を確 定す る ことは ほ とん

どで きなか った。将 来 に,W.Hinz氏 の イス ラム世 界 の度量衡研 究 のよ うな労 作が 出現

す る為 の一 資料 にで もなれば幸 いで あ る。

B

手法的な前提を若干述べてお く。 ウイグル族自身の残 した記録の うちで,度 量衡の体系

を整理 した ものを,筆 者 は知 らない。 この点,外 来者一 征服者としての清朝官吏やその

他の旅行者 の記録 には纒 った叙述を しているものが多い。それ故,彼 らの記述 辞

書の類 も含めて一 に拠ってウイグル族の度量衡単位を抽出 し,ウ イグル族の残 した史料

によって確認 してい くことにする。 また,各 種の単位を大略,18世 紀以前か ら使用 されて

いたものと,そ れ以降にウイグル族社会 に 伝入 した ものとに 分けて 述べて いくことにす

る。

C

本 稿 中で しば しば用 い る資料 は以下 の略 号 に従 う。

五体.田 村實 造氏等 編 「五 膿清 文鑑繹 解』上 ・下。 京都,1966・68。 各 語彙 の通 し番

号 に従 って記す 。

回彊志.永 貴撰,蘇 爾徳 補 『回彊志 』4vols.1760年 代著 。京都 大学 文学部所 蔵 の抄
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本 に 拠 る 。

張 之 毅.張 之 毅 「國 立 中 央 研 究 院 西 北 科 學 考 察 團 報 告 新 彊 之 纏 濟 」 上 海,1945。

維 漢 俄.飽 爾 漢 『維 漢 俄 餅 典 』 北 京,1953。

Beveridge.Beveridge,A.S.,TheBabur-namesinEnglish(MemoirsofBabur),

translatedfromtheoriginalTurkiTextofZahiru'd-dinMuhammadBaburPadshah

Ghaza,London,1922.本 稿 で は,NewDelhi,1970のReprint版 に 拠 る 。

Brockelman.Brockeman,C.,MittelturkischerWortschatz,nachMahmudal-

KdsrarisDiwanLuratat-Turk,Budapest,1928.

Forsyth.Forsyth,T.D.,ReportofamissiontoYarkundin1873undercommand

ofSirTD.Forsyth,Calcutta,1875.そ の 第12章(PP.494-495)。 は,「Money,

Weights,andMeasuresofKashghar」 と 題 さ れ,H.W.Bellewの 筆 に か か る 。

Jarring.Jarring,G.,AnEasternTurki-EnglishDialectDictionary,Lund,1964.

Kuropatkin.Kuropatkin,A.N.,Kashgaria(EasternorChineseTurkestan).

TranslatedfromtheRussianbyWaterE.Gowan,Calcutta,1882.

Radloff.Radlov,V.V.,VersucheinesWorterbuchesderTurk-Dialecte.S.‐Pt,.

1888ff.本 稿 は,TheHague,1960のReprint版(4vols.)に 拠 る 。

Raquette.Raquette,G.,English-TurkiDictionary,basedontheDialectsofKashgar

andYarkand.Lund,1927.

Shaw.Shaw,R.B.,ASketchoftheTurkiLanguageasspokeninEastern

Turkistan(KashgarandYarkand)Cullcutta,1880

Steingass.Steingass,F.,AcomprehensivePersian-Englishdictionary,London,

1892.本 稿 で は,Beirut,1970のReprint版 に 拠 る 。

BaJIHxaHoB.BaJmHaHoB,し1.q.,Co6paxueoo%π κ8κ π彦8nsrmu〃o〃 ακ,ToM双.

AπMa-ATa,1962.

ypC.HaA>KNn,∋.,Yu2ypcKo-VpyccKUuo』08¢ ρろ,MOCKBa,1968,

な お 〔 〕 は 出 典 を,()は,筆 者 に よ る メ ー ト ル 法 の 概 算 値 及 び 補 註 を 示 し,

ミ
ミ は 原 義,「 」 は 引 用 を 示 し て い る 。

1.長 度

A

ilikミ 手 ミ ミ指 ミ の 意 味 か ら転 じた も の。16世 紀 初 のBaburNamaに み え る

〔Beveridge.PP.489&630〕 。 五 体 〔13165〕 に はilik一 五 分or一 指(1.65cm)と し

て お り,Radloff〔1.P.1484〕 の 伝 え る如 く ミ指 の 幅 ミ に 相 当 しよ う。Jarringは 大 体1
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イ ン チ(2.54cm)で あ る と言 う 〔Jarring.P,140〕 。 た だ し,Raquetteは,そ の英 ・ウ

イ グ ル 語 辞 典 の 中 で 〔Raquette,P.54〕,Inchに 相 当 す る もの と して,中 国 伝 来 の寸

「sunkを 掲 げ て い る。 一 方,五 体 で は 〔13167〕,寸(3.33cm)=ikiilikす な わ ち2ilik

と して お り,ず れ が あ る。

gharich〔Raquette.P.43〕 に,小 指 の 先 か ら親 指 の つ け根 まで の長 さを 示 す 単 位 と あ

る。BaburNama〔Beveridge.P.489〕 のqarishに 相 当 す るの か も しれ な い。

gaz〔 五 体,13168〕 に は,尺=gadzyと して い る。 ペ ル シア 語 でcubit(腕 尺)or24

指 の 幅 に相 当 す る 〔Steingass.p.1087〕 。 今 世 紀 の 報 告 で は,〔Jarring.p.103〕 の45イ ン
0

チ=1.143mか ら 〔維 漢 俄p.562〕 の2尺(66.67m)ま で ひ らき が あ る。

gari〔 五 体,13170〕 に は,劔 す な わ ち8尺=ikikari(2gari)と あ り,1Bariは4尺

(1.33m)に 相 当 す る こ とに な る。Beveridgeは,BaburNTamaの 諸 写 本 の対 照 の 結 果 と

してgaz=Bariを 得 な が ら も,gariは 約1ヤ ー ド(91.4cm)程 度 で あ ろ う と して い る

〔Beveridge.PP.489&.611〕 。13・14世 紀 の ウ イグ ル 文 書 に もみえ る か ら,イ ス ラ ムの

伝 来 と と も に,ペ ル シ ア系 のgazと 併 用 あ る い は 同一 視 され る よ う に な っ た の で あ ろ

う。

qulach〔Beveridge.P.406〕 で は,両 手 を ひ ろ げ て 双 方 の 指 先 まで の 間 の 長 さ で あ る

と して い る。 〔五体,13179〕 で は,ulac`i一 五 尺(1。67m)と して い る。 〔Jarring.P.112.

Raquettep.36〕 の 一 尋 や,〔 維 漢俄p.454〕 の 五 尺 は いず れ も,旧 来 の 制 度 の 存 統 を 伝 え

て い る。

qadamア ラ ビア 語 の ミー 歩 ミ に 由来 す る こ の語 は,〔Jarring.P.235〕 等 に み え るが,

BaburNamaに は,長 度 の 一 種 と して 言及 され て い る。 す な わ ち,1qadam=1・5gari

で あ る と し,Beveridgeは36イ ン チ と註 を 付 け て い る 〔Beveridge.P.630〕 。 当該 時 期 の

ウ イグ ル族 の 実 用 の 例 は判 らな い 。

qlauk〔 張 之 毅P.87〕 の み に,後 述 の1yo1=360庫 拉 克Qulakと み え る。 約1.f3

～1 .20mに 相 当 す る ら しい。 とす れ ば 大 体gariと 等 しい こ と に な る。 実 際 の用 例 を 未 だ

見 て い な い の で,あ る い はqulachと 同 じと も考 え られ る。

tanab本 来 は ミ縄 ミ を 意 味 す る。 〔Forsythp.495〕 に は,46ヤ ー ド2.4イ ン チ,(42.67

m)と す るが,実 用 例 を み な い。

y61ミ 道 ミ の原義 を持 ち,長 度 の単位 の中で も,距 離単位 に属す る。 長 くなるだけ に,

諸 資料 間に は 二 種の ずれが あ る。 一つ は,こ れをquiachの360倍 と して 説明 す る
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〔Raquette.P.138,Jarring.P.158〕 で あ り,今 一 つ は,こ れ をcubit=gazの360倍 で

説 明 す る 〔MirIzzetUIIah,TravelsbeyondtheHimalaya,JRAS,1848,vol.W,

Pt.2,P・306,note.4〕 あ る い は,由 来 不 明 のqulakの360倍 と す る先 掲 の 〔張 之 毅,

P.87〕 で あ る。 絶 対 値 に つ い て も,〔Ullah.ibit.〕 の1mile=2.5y61す な わ ち(1y61=

0.64km)か ら,〔 維 漢 俄P.655〕 の 記 す1yo1=一 一里 即 ち0.5km,更 に は 〔張 之 毅p.87)

の25y61=7.5～8kmか ら得 られ る,1yol=300～320mま で の ひ らき が 存 在 す る。 注 目す

べ き は,B細HxaHoBやShawが こ のy61に つ い て ,「 中 国 里(す な わ ち0.5km)の ウ イ

グ ル族 の 呼 称 」 と説 明 して い る こ と で あ る 〔Ba朋xaHoB.P.4ユ2.shave.II.P.205〕 。

tash本 来 は ミ石ミ の意味 で,転 じてmilestoneを 示 し,ペ ル シア語 のsangあ るい

はア ラビア語 のfarsakhと 等 し く,約5マ イル(8.05km)に 相 当す る と言 う 〔Shaw.

皿.p。63〕 の説明 が ほぼ妥当 であ ろ う。 更 に付 け加 え るな らば,16世 紀 以来 の中央 ア ジア

トル コ系諸民族 の用 い た距 離単位yaghachも,ま た転 じて,約8kmを 示 す このtashと

結 びつ いて いたので あ る 〔維漢俄P.609〕 。 このtashに つ いて は,実 用例一文 献史料 の

上で一 は豊富 に存在 す る。

B

以上 に述べ た,伝 統 的18世 紀以 前か らウイグル族 の用 いてい た 長度 単位 は,一 ・

応,辞 典 の上 の トレエ イ スで,今 世紀 ま まで の存続 を確認 で きた。 それで は,18世 紀 以降

の ウ イグル族 の実生 活で のあ り方 はど うで あ った のだ ろ うか。不 幸 に して,18世 紀 中 には

彼 らの長度概 念 につ いて の文献 が残 されて いない。 これ につ いては,よ うや く19世 紀 半ば

に至 ってBa朋xaHoBが 伝 えて くれて い る。彼 は,1858-59年 に,カ ー シュガル ・ヤール

カ ン ドに滞 在 したので あ るが,「 長 さを 測 るの に は,ロ シアのap田NH(71.12cm)と 半

apl11HH(35.56cm)の 中国 のqH3(尺)を 使 ってい る」 と 言って い る 〔Ba朋xaHoB・P.

412〕。 こ こに は,先 述 の ウイグル族 の伝統的 長度 につ いて は何 ら述べ られて い ない。1970

年 代 に この ウ イグル族 の地 に至 ったKypOHaTKKHは,長 度単位 と して ロシア のarshin

が用 い られて お り,カ シュガ リアの住民 は約2分 の1ア ル シン(35.56cm)の 木 製定規 を

使 って い る,と 報告 して い る 〔Kuropatkin。P.66〕 。 これ らの情報 一一一す な わち,ロ シア

の長度 と,中 国 の 長 度 との併 用 を,よ り 徹 底 して 体 系化 して い るのが,1873年 の

ForsythMissionの 記録 で あ る。 その記録 の 中で は,ウ イグル族 の長 度単位 の体系 と して

以下 の様 に述 べ てい る 〔Forsyth,P.495〕 。

101i=1fung

10fung=1song

20song‐1archin=28inchesEnglish

60archin==ユtanab=46yards24inches
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更 に 「これ らの うちで,archinは 棉 布の単位 で あ り,tanabは 土地 の単位 で あ る」 と

の付記 が されてい る。 まず,liは 麓 を,fungは 分を,s6ngは 寸を示 して い るこ とは,

一一見 して 明 らか であ る。 ここで も,や や例外 的 なtanabを 除 けば,ウ イグル族 の長 度単

位 は顔 を出 して い ないので あ る。 この長度 にお け る,新 入 単位 の併 用 ・優 位性 は,張 之毅

の現 地調査 の報告 によ って も確 認 され る。〔張 之毅p.87〕 には,ウ イグル族 の長度 を2種

に分 けて論 じ,1tash-7.5～8km.-25y61-360qulakの 系統 と,1阿 雨 申arshina=

2尺=2。33英 尺 との2系 統 を併 記 してい るが,よ り身近 かな単位 が,ア ル シ ン,尺 等 で あ

った ことは明 らかで あ る。 新彊 省成立 後の積極 的 な中国度 量衡制 の定着策 の結 果で あ る と

して も,既 に19世 紀 中に,ア ル シン,あ るい は尺 が,ウ イグ ル族 間 に広 く使用 され てい た

こ とは,疑 いが ない。 その際,ウ イグル旧来 の長度単位 が,里 一yol ,ilik一 寸 のよ うに近

似値 を持 つ中国式 単位 に吸収 されて用 い られて いたのか,独 立 して存続 して いた のか は判

らな い。

(付)potayは 西 欧 旅 行 者 の記 録 に しば しば み られ,主 要 な街 道 沿 い に設 け られ た 道 標

に 由 来 す る もの ら しい。 〔Raquette.P.89〕 で は,「Chineseroadmeasure」 と し,約4

kmを 掲 げ,〔Jarring.p.232〕 は,約2milesと して い る。

2.量 制

絶 対量 を知 り得 る様 な容積単 位 の体 系 は知 られ てい ない。1940-41年 の報告 で も 「ウイ

②
グル族 には固定 の量制 が ない」 とされて い る程で あ る 〔張 之毅p.87〕 。

最 も初 期の五体 には,大 石 〔13366〕-tagar,倉 石 〔11367〕=kapi,解 〔11369〕e

③
utk`arma,升 〔11373〕-k`abci,合 〔11374〕-caksaと い う体 系 を一 応 掲 げ て は い る。

しか し,不 明 のutk`armaを 除 き,tagarはtagharの 意 味 で,袋 ・穀 物 袋 を 意 味 す る

旧 来 の トル コ語 で あ り 〔Brockelman.p.191,Jarring。p.291etc.〕,kapiもqapで 同

様 に袋 を 意 味 し 〔Brockelman.P.145,Jarring.P.238etc.〕,k`abciは ミ籠 子 ミ を 意 味

す るqaps〔 維 漢 俄P.483〕 に 相 当 す る。 最 後 のcaksaは,後 述 のchaksaの こ とで あ

り衡 制(重 量 単 位)の 転 用 と み て よ い。 そ して これ らの い ず れ もが,一 定 の 量 と体 系 を 持

④

った量 制単位 として通用 して いた とは考 え られ ない。

1760年 代 の記録 に も,「 米 根の計量 には升 ・斗 はな く,察 拉 克 ・噛爾 布爾 ・巴特満 を以

って之 を計 る」 〔回彊 志,vol.3〕 とあ るよ うに,重 量単位 か らの転 用が一 般的 であ った

と考 えて よ く,五 体 の記事 は附会 に過 ぎ るよ うで あ る。

さて,元 来重 量単位 で あ った単位 の 転用 の例 で は,穀 物の場 合で,す ぐ前 に掲 げた察 拉

克(charak)・ 噛爾布 爾(ghalbir)・ 巴特満(batman)の 体系 が あった。 八進法 で,64

charak-8ghalbir-1batmanと な ってい た(後 述)そ の絶 対値 は,以 下 の様 に伝 え られ
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て い る。

charak〔Ba朋xaHoB.P.412〕 は6charak=1xyと と,xyは 斜 の こ とで5斗 に相 当

した。

ghalbir〔 欽 定 光 緒 会 典 事 例,vo1,163〕 で は,6.625斗 。

batman〔 同 上 〕 に拠 れ ば,1759年 に は5石3斗,1760年 以 降 は5石3斗 と定 め られ

て い る。 後 者 は,〔Ba朋xaHoB.P.412〕 の6charak=5斗 の 換 算 に 該 当 す るが,前 者 は

7charak=5斗 に 相 当 さ れ て い た もの で あ ろ う。

液 体 容 量 に つ い て は,唯 一Ba朋xaHOBが,中 国 のrHHが 用 い られ て お り,1rNHは

1.5ロ シ アeフ ン ト(0.62kg)に 相 当 す る と伝 え て い るが 〔Ba朋xaHoB.P.412〕,rHHが

斤 の 意 味 で あ る こ と は疑 い な い。

結 局,量 制 に 関 す る限 り,重 量 単 位 を 容 量 単 位 と した 中 国 的 な便 法 の体 系 以外 に は,実

用 的 な面 は知 り得 な い。

3.衡 制

A

misgalイ ス ラム文 化 圏 に 変遍 的 にみ られ る 重 量 単 位 で,ウ イグ ル族 の 場 合,ユ5～16世

紀 の 〔静 嘉 堂 文 庫 本 一 所 謂 る丙 種本 一 華 夷 訳 語 の 畏 兀 見館 訳 語 の数 目門〕 に,一 銭=必 児

迷 思 力(birmi§qa1=ユmi§qal)を 始 あ と して,〔Forsyth,P.495〕 の60grains(3.899),

〔Raquette,p.73〕 の3.5g等 々 。 多 くの 記 録 が 残 され て い る。

ser前 掲mi§qalと 同 様 に 〔華 夷 訳 語〕 の一 両 一 必 児 些 児(1ser)以 降,〔Forsyth,

P.495〕 の600grains(38.899)や 〔Raquette,P.io2,Jarring,P.271〕 のIOmisgal=

1sarorser;359,そ して 〔維 漢 俄,p.396〕 のsar=一 両 ・%斤 と の記 事 が伝 え られ て

い る。serは,〔Ba澗xaHoB.P.412〕 に 拠 れ ば,「 銀 や 高 価 な もの は 中国 式 の数 え方 を す

る」 例 の うち の1つ に属 して い る。 す な わ ち,彼 は,cap,MblCKa」i,ΦblHの10進 法 体 系 を

掲 げ て お り,こ れ らを 「中 国 式 」 と理 解 して い るが,ΦbIH(分)は 除 い て,銭 がmisgalに,

両 がserに 絶 対 値 も10進 法 体 系 も近 似 ・同一 だ っ た 為 に混 同併 用 され て い た こ とに 由 来

す る誤 解 で あ る。 つ ま り,伝 統 的 単 位 が 中 国 式 単 位 と同 化 して い た 例 で あ り,そ の 由 来 が

15-16世 紀 以 前 に潮 り得 る こ と は 〔華 夷 訳 語 〕 か ら確 め る こ とが で き る。

nimshek〔Raquette.p.77〕 に は1/scharakと す る。nimは ペ ル シ ア語 で ミ半 分 ミ の

意 味 で あ るか ら,半shekを 示 す。 〔維 漢 俄VP.736〕 で は,Dシ ア 語 の部 分 で は,%qapeK

と し なが ら,中 国 語 で24.2kg.と し て い る。1uapeKは,同 書P.244で は8.96kgで

あ るか ら,2.24kgの 誤 植 で あ ろ う。shekは,所 謂 ウ イ グ ル 俗 文 書 中 のsiqに 由 来 す る

OO

のか も しれ ない。 ただ し18世 紀以 降に はashak・ischakの 類 で しか例 をみない。

-62一



18-20世 紀,ウ イグル族の度量衡 について

chaksa前 章,量 制 の 項 で 言及 した よ う に,〔 五 体,11374〕 で は,一 合 に 対 応 され て い

る。 本 来 は重 量 単 位 で%6charakに 相 当 す る 〔Ma.nos,C・E・,y礎 〃oκ μθ καアθ吻 児

Cμ κ碑 κ3朋 α,Mocxsa,1961,p.170,筆 者 未 見 。 維 漢 俄,p.249〕 。 〔Jarring,p.68〕 で

は,ホ タ ン地,方 で は8sarに 相 当 す る と伝 え て い る。 実 用 例 は 未 だ 見 て い な い 。

ischak〔BaπHxaHoB.P.412〕 で は,4qaKca(chaksa)=1Hoaxで,4HcqaK=1

qapHKで あ る とす る。 〔五 体 。11352〕 で は,錨(24両)に 対 応 してisisakが 掲 げ られ て

お り,ま た 〔Forsyth.P.495〕 で は,4jing(斤)-1ashak=5pounds(2・27kg),

4ashak=1charak=20pounds(9.07kg)と して い る。

charak原 義 は ミ%ミ で あ るが,〔Jarring.P.66.維 漢 俄 。P.244〕,基 本 単 位 は よ く判

らな魂 当時の ウイグル族の最 も日常的に使われ腫 量単位 として知 られている.〔 回彊

志,vol.3〕 に は,1charak=10斤(5.97kg)と し て い るが,そ の 絶 対 値 は極 め て 不 統 一

で あ る。 後 述 の 中 国 伝 来 の斤(596.8g)を 基 礎 に して 報 告 す る例 が 多 い が,〔 五 体11353〕

の1鈎(30斤)-1carakを 最 大 と して,16斤(9.55kg.)12.5斤(7.46kg.)お よ び4斤

(2.39kg.)の 三 種 が 知 られ て い る。 こ れ らを最 も明 解 に 述 べ て い る の が 〔Shaw,1・P・

93〕 で,

(i)生 糸 ・決 め た 布 地,香 料,茶 な ど を計 るcharakは,4斤or5pounds相 当 す る。

(ii)す べ て の 物 資 を 計 るの に用 い られ るashliqtashi"foodweight"あ る い はt6rt-tash

fourweights"と 呼 ば れ て い るcharakは12.5斤or約16poundsに 相 当 す る・

(111)最 近(つ ま り1860年 代 末)にAmir(Yaq`ubBeg)に よ って 導 入 さ れ たbesh-tash

fiveweights"と 呼 ば れ て い るcharakで,16斤or20poundsに 相 当 す る と して い る。

0

や や 特 殊 な,最 初 の もの を 除 き,charakに2種 類 が あ った こ とは,〔Kuropatkin,P・

65〕 に も述 べ られ て お り事 実 で あ ろ う。 た だ し,こ の16斤 に 相 当す るcharakが,shaw

の 伝 え る よ うに,Yaq`ubBegの 導 入 な の か は,・ 今は 判 定 が つ か な い。1940-41年 の 調 査

で は あ る が,カ ー シ ュ ガ ル,ホ タ ン区 で は1charak=12・5斤,ア ク スー ・ ク チ ャ区 で は
　

1charak=16斤 と,地 域 差 と して 報 告 され て い る例 が あ り 〔張 之 毅 。P・30〕,ま た,対 象

　

物 品 の 種 類 の 相 違 に も帰 さ れ て い る か らで あ る。

い ず れ にせ よ,絶 対 値 は,〔Ba潤xaHoB・P.412〕 半 プ ー ド(8.19kg),〔Kuropatkin,

P.65〕 の16斤=・24poundsor12.5斤=18,75poundsの 他 に も,20pounds(9・07kg)0
〔Forsyth.P.495〕 や12.5pounds〔DutreildeRhins,」72Z∬ionscientifiquedanslaHaute

Asie1890-95,Paris,1893.t,皿,P.230〕 等 の 諸 例 が あ る が,〔Raquett.P.17,Jarring.

P.66〕 の 伝 え る1charak-8.96kg.を 採 用 し て い る 辞 書 が 多 い 〔維 漢 俄,P・244・ypC・

P.381.で は8,96kg・ ≒9kgと し て い る 。 そ の 他 〕。

ghalbir本 来 は ミ籠ミ の意味 を持 つが,転 じて 一 箭 に入 る ものの重量 に転 じた もの。 た
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だ し,こ の 絶対 値 につ いて は,す こぶ る問 題 が 多 い。18世 紀 の 〔回彊 志,vol.3〕 や,19

世 紀 の 〔Forsyth,P.495〕 及 び,今 世紀 の 〔Raquette.PP.17,43,83〕 等 は,一 様 に

8charak一 ユghalbir,8ghalbir・=1batman,の 八 進 法 的 体 系 を伝 え て い る。 清 朝 の 回 彊

治 下 で こ の体 系 に 従 った 穀 物 計 量 が行 な わ れ て い た こ とは,1850年 頃 の 一 現 地 官 文 書 か ら

⑪
明 らかで ある。 ところが,清 朝 の征服以前,す なわちホー ジャ期 と呼 ばれてい る時代 には

この八進法体 系 は穀物の計量単位 と して のみ 存在 していた と 考 え られ る。 とい うの は}

〔欽定平定準 噛爾方 略 ・正編 のvol。75,乾 隆24年7年 庚午 及び,vol,77の 同年8月 辛丑 の

いずれ も兆恵 の奏〕 に,カ ー ジュガル とヤール カ ン ドの旧来(す なわちホー ジャ期)の 税

額 を報告 してい るが,そ こで は,糧 をbatmanで,棉 花 ・紅 花をcharakで 表示 してお

り,両 者 が別体 系で あった とみてよいか らで ある。charakがghalbirを 介 したbatman

の下位 の単位 と して用 い られ るの は,唯 一穀物,そ れ も多量 の穀物 の場 合のみで あ ったの

ではあ るまいか。 〔維 漢俄。P.448〕 に,ghalbirを 称 して1/$batman=7.ユ625kg.と しな

が らも,他 所 〔維漢俄 。p.244〕 でcharakを 説 明 して 「すなわ ち(四H)」ghalbirと し
⑫

て い る の は,ホ ～ ジ ャ期 と同 様batman,galbir,charakの 八 進 法 体 系 の一 般 性 を疑 わ せ

る もの で あ る。 た だ し,清 朝 治 下 の穀 物 計 量 単 位 と して の,こ の 体 系 の存 在 は厳 然 た る事

実 で あ り,〔Forsyth.P.495〕 が ユghalbir=ユ60pounds(72.58kg.)と し,〔Jarring.

P.109〕 が 同 じ く71.68kg.と して い る の は,穀 物 計 量 上 の絶 対 値 とみ て よか ろ う。

gentar〔 ∫arring.P.244〕 で は約120pounds(54,48kg.)と し,〔 維 漢 俄 。p.483〕 で

は48kg.と す る。 ア ラ ビア語 起 源 の 重 量 単 位 で 〔Steingass,P.991〕 に 詳 しい 説 明 が あ

るが,ウ イグ ル 族 の 実 用 の程 度 は 判 らな い。

batmanorpa.tmanG.C】auson氏 が 指 摘 され て い るよ う に 古 くか らの液 体 ・固型 物

の 重 量 単位 で あ る 〔Clauson,G.,AnEtymologicalDictionaryofPre.Thirteenth-Century

Turkish,Oxford,1972,PP.305-06〕 。 同 氏 は,せ い ぜ い2pounds(0.91kg.)程 度 で あ

っ た ろ う とす るが,少 な く と も15世 紀 まで 時 期 で は妥 当 で あ ろ う。 た だ し,こ の結 局 は 由

来 不 明 のbatmanに は,ユ8世 紀 以 来,三 系 統 が あ った 様 で あ る。 〔五 体,11391〕 に は一 斤

=1patmanと し,明 代 の 〔華 夷 訳 語 〕 等 と共 通 して い る。 しか し同 書 の 別 の 個 所 で は,播

種 量 で 面 積 を 示 して,100畝 コ1patmanと も して お り 〔五 体,10964〕,こ の 場 合 に は少 な

く と も,100kg以 上 の 絶 対 値 を持 っ て い た で あ ろ う。 〔回彊 志,vol.3〕 に は ユbatman=

640斤(38ユ.95kg.)と し,〔Forsyth,P.495〕 で は同 じ く1,280pounds(580.6ユkg.)と

伝 え,〔Raquette.P.83.Jarring.p.224〕 で は573.44kg.と し て い る。 これ らは,い

ず れ も,前 のghalbirの 項 で 述 べ たcharak～ghalbir～batmanの 体 系 に 従 い,charakの

示 す 重 量 を64倍 した もの とみ て よ い。 穀 物 計 量 単 位 と して は,こ の 位 で は あ る ま い か。

一 方 で は
,〔ypC.P.238,及 び 維 漢 俄 。P,ユ07〕 の 様 に,ユbatman=57.3kg,と す る も
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⑬
の もあ る。単 な る誤植 の結果 で もな く,ghalbirの 項 で述べ た よ うに,基 礎 単位(ghalbir

をcharakの8倍 とみ るか,ほ ぼ等 しい とみ るか)の 相 違 に由来す る様 で あ り,今 は並記

して お くしか ない。

B

is7s-77年 に,回 彊 北 部 を巡 視 したKypORaTKNHは,こ の 地 域 の 基 本 的 な重 量 単 位 は

djinとcharikで あ る と して い る 〔Kuropatkin.P.65〕 。djinは 中 国 の 斤 で あ り,charik

は 前 述 のcharakで あ る。 しか も,彼 はcharakを 説 明 す るの に この 斤 を 以 っ て 説 明 し

て い る。 この こ と は,中 国 よ り導 入 さ れ た斤 と旧 来charakが 整 合 的 に 用 い られ て い た こ

との 証 とみ て よ い 。 彼 にや や 先 行 して(1$73-74年),こ の 地 域 の 南 部 を 訪 れ たForsyth

の 一 行 の 報 告 で は,当 該 地 の 量 制 を,極 め て 整 然 と した 以 下 の 表 の 如 くに 纒 めて い る

〔Forsyth.P。495〕 。

2nukhud=1fung=6grainsEnglish(0.39g.)

lOfung=1miskal=60grains(3.89g.)

10miskal==1ser=600grains(38.89g.)

16ser=11ing=200unces,1pound4cunces(567g.)

2jing=1tartam=21/2pounds(1.13kg.)

4jing=1ashak-=5pounds(2.27kg.)

4ashak=1charak=20pounds(9.072kg.)

8charak=1gilbar=160pounds(72.58kg.)

8gildar=1batman=1,280pounds(580.61kg.)

こ れ らの う ち,tartamは,他 に検 索 を 得 な い 不 明 の もの で あ るが,jingす な わ ち斤 を

媒 介 と して,中 国 よ り伝 来 した もの 正 確 に言 え ば,中 国 式 と ウ イ グ ル 族 の 伝 統 的 な 衡

単 位 の 一 致 した もの と,ウ イ グ ル 族 旧 来 の もの 清 朝 治 下 で 穀 物 税 の 徴 収 の 際 に 採

用 さ れ た もの との 両 種 の 整 合 を み る こ とが で き る。 す な わ ち,実 用 例 を 見 な い ペ ル シ

ア語 のnukhud(0.29)を の ぞ い て,以 降 〔B翻HxaHoB・P。412〕 の 述 べ る 様 に,φblH

(分)・MblCKaJI(銭)・cap(両)そ して16両 一1斤 に至 る ま で全 く中 国 式 重 量 単 位 と一 致

して い る の で あ る。ashak(ishak)以 上 のcharak,galbir,batmanに つ い て も既 述 し

⑭

た。 これ らの両種 は,斤 を媒介 と して,垂 直 の体系 に並 んだの であ る。

お わ り に

ア ジアの 中央 部 にあ った ウイグル族 の度 量衡 は,彼 らの社会 生活 の一 縮 図で あ る。 イス

ラム とともに入 ったペル シア ・ア ラビア式 度量衡,中 国式,そ して ロシア式。 これ らの単

位 の混 在 の し方,導 入 の過 程 時期 と地域 のよ り詳細 な検討 か ら,一 言一 句 に叙述
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され たイ メー ジ とは別の ウイグル社会史 が展開す ると思 うし,し なければな らないので は

あ るまいか。
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③ 〔五体〕の記述 は,名 称 の存在 を示 して は くれ るが,そ の体 系 ・絶対値 には疑問な点が多すぎ

る。

④ ただ し,tagharに は量単位の用法はあ った。 山田信夫 「イス タンブル大学図書館所蔵東 トル

キ ス タン出土文書類 と くにウイグル文書 につ いて 」(『 西南 アジア研究 』20,1968).

pp.22.&26.

〔張 之毅。p.87〕 に拠 れば,1940年 頃 のアクスーで もこの 「tahar」 で計 るや り方があ った ら
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之毅。pp.30-31〕 で は小麦1charakは 大 体一畝 に播種 され るとす る。勿論,地 域差の存在 は

考慮せねばな らないが,一 応 の見当はつけ得 る。

⑱ 〔Radloff.IV.P.1516に は,カ ザ ン地方 のbatmanは4nyム(65.52kg)と して お り,

〔IOxcaxHx,K.K.,Kup2uscxopycckuuo泥oθ 卿6,MOCKBa,1965,p.117〕 に は,フ ェルガーナ

地方で4ny双(65・52kg)～ か ら16nyA(262.08kg),タ ラス河谷 では12nyA(196.56kg)と

してお り,100kg.未 満 のbatmanも 使 われていた可能性があ る。

⑭ 斤に近似 したウイグル族旧来の重量単位 は,何 であ った のか 判 らない。chaksaか,小 さい

batmanの いずれかであ ったろ う。中国 よ り導入 された度量衡単位 の うちでは,こ の斤が もっ

ともウイグル族 の生活 に浸透 して いた ようで,1870年 代 のウイグル婦人 の家内工業製品は この
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斤 を単位 と して取 り引きされて お り 〔Forsyth.p.508〕,日 用 品 として の肉類 も同様であ った

程 である 〔Forsyth.p.4g6〕 。

(補)ウ イグル族 は土地面積を播種す る穀物量で表示 していた。度量衡 と称 した以上,こ の面積単

位 も掲げ るべ きであ るが,筆 者の別稿 「18-20世 紀 ウイグル族 の耕地面積」(仮 題)と 重複 して

お り,割 愛 した。
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